
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

人事マネジメントの視点 

 

◆ 烙印を押されたベテラン社員が与えた職場への刺激 ◆ 
 

 

◇烙印を押されたベテラン社員 

一人のベテラン社員が、会社の重役から烙印を押されていた。過

去に大きな失敗があったようだ。彼は、その後何をやってもダメ評価。

「○○社員は、あの時失敗をしたから…」と枕詞のようにいつも言われ

ていた。それも 10 年以上前のことであるのに。 

確かに、彼は失敗をした。これは事実で変わらない。しかし、その

後の仕事に失敗の影響はないにも関わらず、失敗を持ちだされる。

人事評価でいうエラー、マイナスのハロー効果だ。 

その所為であろうベテラン社員は「どうせ私は…」が口癖になり、常

に消極的な姿勢であった。 
 

◇ベテラン社員の「パソコン勉強したいなぁ」 

彼がいる部署に年下の私が上司として異動になり、その直後に、

新システムを大規模に導入することになった。単なる導入だけではな

く、部署として開発にも携わるプロジェクトに参画することになった。 

導入するシステムを使うには、当然全員がパソコンの入力作業が

出来なければならない。 

しかし、ベテラン社員はそれまで超アナログ人間で、パソコンは使

ったことがない。私は彼がどうするのか静観していたところ、ポツリと

「パソコン勉強したいなぁ」とつぶやいた。職場で二人きりのときだ。 
 

その一言を聞いて、パソコン初心者勉強会を私が講師となって職

場で開くことにした。電源の入れ方・終了の仕方、文字入力方法とい

った基本のキである。計７,８回だったと記憶しているが、彼は欠席す

ることなく、毎回熱心に参加した。 

勉強会で使うパソコンは社内のものをかき集めたが、ベテラン社員

は大きくて重いノートパソコンを毎回持ち込んで勉強をした。家電量

販店で購入したらしいが、店員の説明がチンプンカンプンで買うのも

苦労したと言っていた。目に浮かぶようだ。 

彼に触発された他の社員が、「私も私も！」と勉強会を重ねるごと

に参加者が増え、私が出す宿題も全員きちんと取り組んだ。 

途中経過は省くが、新システムはこれまで経験したことのないレベ

ルの高い複雑なものだったが、トラブル一つなく稼働できた。 
 

◇経験・技能が違っていても同じ方向を向く、その努力が大事 

烙印を押されモチベーション低いベテラン社員だったが、今回職

場に非常に大きな良い刺激を与えてくれた。彼がやったことは、部外

者からみれば小さいことだが、「私は、開発は出来ないが、皆につい

ていきたい。新システムの導入を成功させたい」という努力する姿勢

が素晴らしかった。 
 

最近、働き方改革で効率よく仕事を進めていくにはチームパフォ

ーマンスが大事だと言われる。チームを構成するメンバーは、人によ

って経験・技能・知識・考え方・価値観は違うし、タイミングやスピード

感も一緒ではない。その中で、チームパフォーマンスを上げるには、

メンバー全員が【同じ方向】に向いて努力していることが大事ではな

いだろうか。ベテラン社員からそのことを教えてもらった。 

これだけは押さえておきたい！ 

人事労務の最新情報   
 

～弊社ブログに、下記情報のリンクを貼っています～ 

http://shinsou-assist.blog.jp/ 
 

■ 民事上の個別労働紛争相談内容「いじめ・嫌がらせ」過去最高/厚労省 
https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000213219_00001.html 
 

■賃金等請求権の消滅時効について検討「２年のまま維持する合理性

は乏しい」・労政審議会労働条件分科会/厚労省 
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_05593.html 
 

■雇用関係助成金全体のパンフレット（詳細版）/厚労省 
https://www.mhlw.go.jp/general/seido/josei/kyufukin/koyouantei.html 
 

■育児や介護等で退職した従業員のカムバック支援助成金(再雇用者

評価処遇コース)/厚労省 
https://www.mhlw.go.jp/content/000529414.pdf 
 

■「平成 30 年版厚生労働白書」公表/厚労省 
https://www.mhlw.go.jp/haishin/u/l?p=m2SjdimTOBOLodQJY 
 

■働き方改革に取り組んでいる企業、対前年比１割増/NTT データ経営研究所 
https://www.nttdata-strategy.com/aboutus/newsrelease/190705/index.html 
 

■効率良く仕事をするコツ、「優先順位の明確化」がトップ/エン・ジャパン 
https://corp.en-japan.com/newsrelease/2019/18195.html 
 

■８割の企業が賃上げ/東京商工リサーチ 
http://www.tsr-net.co.jp/news/analysis/20190702_01.html 
 

■非正規雇用の給与を上げた理由「人材確保のため」がトップ/マイナビ 
https://www.mynavi.jp/news/2019/07/post_20810.html 
 

■ＷＥＢ面接経験者の割合は 20％、前年から大きく増加/マイナビ 
https://www.mynavi.jp/news/2019/07/post_20891.html 
 

■8 割の企業が中途採用で長期休暇に関する情報を提供/リクルートキャリア 
https://www.recruitcareer.co.jp/news/pressrelease/2019/190716-01/ 
 

■インターンシップを選ぶ基準は「参加しやすい場所」と「短期間」/マイナビ 
https://www.mynavi.jp/news/2019/07/post_20926.html 
 

■「我が国の経済社会を牽引する高度経営人材養成の在り方について

(報告)」を取りまとめ/文科省 
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/085/gaiyou/1419246.htm 
 

■女性の管理職意向は子どもの年齢とともに回復/パーソル総合研究所 
https://rc.persol-group.co.jp/news/201906250001.html 
 

■中途入社者の「離職意向度の低減」に寄与する上司とのコミュニケー

ションは「雑談」/リクルートキャリア 
https://www.recruitcareer.co.jp/news/pressrelease/2019/190627-01/ 
 

■「パワハラ・嫌がらせ」相談が最多「労働相談ダイヤル」(6 月)/連合 
https://www.jtuc-rengo.or.jp/soudan/soudan_report/data/201906.pdf 
 

■請求の増加が続く、精神障害は 10 年連続に―過労死等労災補償状況/厚労省 
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_05400.html 
 

■若手社員 6 割超が「勤務先でストレスを感じている」/マンパワーグループ 
https://www.manpowergroup.jp/client/jinji/surveydata/190722.html 
 

■メンタル不調の原因、トップは「上司との人間関係」/メドピア 
https://medpeer.co.jp/press/6605.html 
 

■職場環境整備に課題 有病者の就業継続促進/厚労省 
https://www.mhlw.go.jp/toukei_hakusho/hakusho/index.html 

『リーダーになる人に知っておいてほしいこと』松下幸之助述、松下政経塾編 PHP 研究所 

 \952 +税 
 

(「序にかえて」より)商売のうまい人と下手な人とをずいぶん見てきた。そういうことからすれば、成

功する人はどんな人かというと、非常に頭がよく勤勉であっても、必ずしも成功しない。何やしらん人

を引きつけるような魅力があって他にもさまざまな要素があって、それで成功しているんです。 
 
 

確かに、経営者や要職にある人とたくさん関わってきて感じることは、経営状態のいい会社の上層部は

頭もいいが、それ以上に魅力的。厳しい指摘もするが、皆から慕われている。本書で再確認できた。 
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企業の発展を願い 従業員の成長を願う その一歩一歩をアシストします 


